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１．計画策定の背景と目的 

 

（１）背 景 

日本の道路橋（以下「橋梁」）は、昭和３０年代に始まる高度経済成長期を中心に建設さ

れ、これらの橋梁の多くは急速に高齢化が進み、重大な損傷、道路交通網の安全確保への

影響が懸念されることから、平成２６年６月に道路法が改正され、「道路の予防保全を踏

まえた道路の点検を行うこと」の明確化により、道路管理者に点検が義務化され、また、

平成２６年７月には道路法施行規則が改正され、橋梁等の５年に１回の近接目視による点

検を行うことが法定化されました。 

これを受け国では、橋梁の維持管理について、損傷が深刻化してから対策を行う従来

の「事後保全型 ※1」から点検に基づき損傷が軽微な段階から対策を行う「予防保全型 

※2」に転換することにより、橋梁の効率的かつ長寿命化による安全確保及び修繕費の縮

減を図るために、各自治体に橋梁の長寿命化修繕計画の策定、それに基づく計画的な修

繕及び橋梁自体の撤去、集約化を進めるよう求めています。 

 

 ※１ 事後保全型：施設の日常的な維持管理や点検を行い、施設の機能が果たせなくなった段階で施設

を更新していく管理方法 

 ※２ 予防保全型：施設の劣化や損傷の進行を未然に防止し長持ちさせることを目的に、計画的な施設

の修繕を行う管理方法 

 

（２）目 的 

   本町が管理する橋梁の急速な老朽化に対応するため、限られた財源の中で効率的に橋梁

を維持していくための取り組みが不可欠となっています。 

   今後、町民の帰還の状況、生活環境の整備状況を踏まえ、町民生活に支障を及ぼさない

よう橋梁長寿命化の取り組みを進めていきます。 

 

 

 

  

 

 



２ 長寿命化修繕計画の対象橋梁 

1級町道 2級町道 その他町道 合計

251 305

30 23 239 292

全管理橋梁

　うち計画の対象橋梁数

31 23

                   

長寿命化修繕計画の対象：町道に係る橋梁のうち長さが 2m 以上のもの 

 

 

 

 

３ 計画期間 

5 年間を 1 サイクルとして計画対象橋梁を点検し、措置が必要と診断された橋梁について   

は適宜補修修繕を行うこととします。 

 

４ 対策の優先順位の考え方 

  優先順位については、損傷の度合いや健全性の観点から緊急性の高い橋梁から行うことを 

 基本とし、橋の長さ・設置場所・利用状況・建設年次などの影響も考慮して補修修繕を行う

こととします。 

 

５ 対策内容と実施時期 

  5 年に 1 度のサイクルで管理橋梁について点検と健全性の診断を行い、措置を講ずべき橋

梁について点検結果を踏まえて対策を講じることとします。修繕などの対策が必要な橋梁は

別紙「修繕対象橋梁」となります。実施時期については、対策の優先順位と予算の状況を考

計画対象橋梁 292橋

1級町道 2級町道 その他



慮して決定します。 

 

６ 対象橋梁の長寿命化及び修繕、架替えに係る費用の縮減に関する基本的な方針 

 浪江町の管理する計画対象橋梁 292 橋のうち 221 橋が整備年度不明です。現在、整備年

度が判明している 70 橋のうち 50 年といわれる耐用年数を超える橋は 24 橋ですが、整備年

度不明橋梁のなかにも既に耐用年数を超えている橋梁が存在する可能性もあることから、今

後は橋梁点検等により安全性・耐久性を診断しつつ、計画的かつ予防的な修繕対策の実施へ

と転換を図り、橋梁の寿命の長寿命化を目的とし、修繕及び架替えに要するコストを縮減し

ます。 

 また、浪江町の管理する橋梁の中で供用開始当時と比較し利用が著しく減少又は使用して

いない橋梁があることから、現在の利用状況を把握した上で近隣住民と調整し、橋の集約・

撤去を視野にいれた維持管理を行い令和 15 年までに点検費用 100 万円程度の削減を目標に

します。 

 

※統廃合・廃止を検討する橋梁 

 7011-1 号橋 7014-1 号橋 

 7016-1 号橋 7017-1 号橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 対象橋梁点検結果 

   年度ごとの点検結果がまとまり次第、都度公表とします。 

 

８ 長寿命化修繕計画による効果 

   長寿命化修繕計画を策定する 292 橋について、今後 40 年間の概算の事業費を比較する

24 47

221

計画対象橋梁 292橋

整備後50年以上 整備後50年未満 整備年度不明



と、従来の事後保全型が 72 億円（*1）に対し、長寿命化修繕計画の実施による予防保全

型が 31 億円（*2）となり、41 億円のコスト縮減効果が見込まれます。 

また、管理橋梁 292 橋のうち点検車・高所作業車を必要とする橋梁は約 41 橋あり、今

後は設計時においてドローンによる点検等の新技術や新工法を検討し、令和 9 年度までに

50 万程度のコスト削減を目指します。 

  

（*1）平成 29 年 3 月策定「浪江町公共施設等総合管理計画」より 
（*2）これまで行った橋梁点検・橋梁補修設計・橋梁補修工事にかかった費用を対象橋梁

の面積で割り、その単価を全橋梁分の面積と比較して概算したもの。 
 (H28～R3 事業費÷対象橋梁面積×全体橋梁面積×40 年÷5 年) 

９ 変更の履歴 
 
 平成 30 年 11 月 浪江町橋梁長寿命化修繕計画策定 
  
 令和 2 年 7 月  橋梁数、長寿命化修繕計画の対象橋梁、対策内容と実施時期を修正 
 
 令和 3 年 9 月  橋梁数、策定機関名、対策内容と実施時期、長寿命化修繕計画による効果 
         を修正  
 
 令和 4 年 11 月  橋梁数, 長寿命化修繕計画による効果の修正及び修繕対象橋梁の追加 
 
 令和 6 年 1 月  費用の縮減に関する基本的な方針、橋梁修繕実施時期を一部修正 
 
 令和 6 年 11 月 対象橋梁の長寿命化及び修繕、架替えに係る費用の縮減に関する基本的な

方針に一部追記、修繕対象橋梁の追加 
 
 令和 7 年 3 月  計画対象橋梁の修正、橋長、幅員、前回判定、点検予定年度の追記 
 


















